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「みてみて、プリンセスのシールがあった！」「でも、こっちのキラキラの方がかわいくない？」「ほん

と、どっちがいいか迷うよね。」──シール売り場で、小学生たちが楽しそうに選んでいる声が耳に入っ

てきました。どれにしようか悩みながら、互いの好みを伝え合い、笑い合う姿があまりにも微笑ましく、

思わず足を止めてしまいました。近頃は平成レトロブームの影響もあり、子どもだけでなく大人の間でも

シール交換が再び流行していると聞きました。

スマートフォンやタブレットが生活の中心となり、コミュニケーションの多くがデジタル

で完結する今だからこそ、相手の表情を見て、声を聞き、反応を感じながらやり取りする

アナログな方法が、かえって新鮮に感じられるのかもしれません。

草津市では令和7年3月に「草津市こども・若者計画」が策定され、各学校では第4期教育振興基本計画に

基づき、「こどもまんなかの学校づくり」を推進しながら、子どもの生きる力を育む取り組みが進められ

ています。本校においても、子ども同士が意見を交歓したり、意見を表明したりする機会を設け、その声

をできる限り学校生活に反映させる工夫を行ってきました。

また、教職員が子どもと向き合う時間を確保し、日々の言葉のやり取りを大切にする

ことで、学校が子どもにとって安心できる場所となるよう努めてきました。こうした取

り組みの積み重ねは、学校評価アンケートにおいて「学校へ行くのが楽しい」と答える

生徒が学期を追うごとに増加している結果にも表れており、生徒指導の基盤である自尊

感情や自己有用感の向上にもつながっていると感じています。

子どもたちを取り巻く環境は年々複雑さを増していますが、どれほど時代が移り変わっても、生徒一人

ひとりを尊重し、丁寧に対話を重ねて信頼関係を築くこと、安心して過ごせる環境を整えること、

そして他者を思いやる心を育むことといった教育の根幹にある姿勢は変わる

ことなく、生徒指導の中心に据えられるべきものだと痛感しています。周囲

の大人は、子どもの行動の背景にある、その子なりの思いや戸惑い、困り感

をしっかりと聴き、その奥にある気持ちに寄り添い、理解しようとする姿勢

をもつことが、「こどもまんなか」の実現につながるのだろうと考えます。

日頃より子どもたちの健全育成に御尽力いただいている皆様には、温かく見守り、支えていただいてい

ることに深く感謝申し上げますとともに、今後もより一層の連携を賜りますようお願い申し上げます。

シール売り場での子どもたちの姿を思い返すと、誰かと一緒に選び、迷い、笑い合うという何気ない時

間こそが、子どもたちの心を豊かに育てているのだと感じます。生徒指導もまた、子どもたちの「今」を

受け止め、「これから」を共に育む営みであり続けたいと思います。
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受け止め、「これから」を共に育む営みであり続けたいと思います。

～少年に 愛のひと声 わたしから～
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今、あすくるでは…

様々な草木が芽ぐみ、花々がつぼみを膨らませ、春の息吹が感じ

られるよい季節になってきました。この３月に市立中学校を卒業する

３年生に当センターよりモバイルクリーナーを、４月に市立小学校へ

入学する新１年生に育成市民会議より自由帳が贈られます。期待

膨らむこれからの新生活で有効に活用されることを願っています。

お祝いに啓発品を！ ～モバイルクリーナーと自由帳～

少年補導(委)員さんの一言 ～１年間の活動を通して～

昨年度の自由帳

節分飾りの様子

バレンタイン飾りNO IMAGE NO IMAGE

モバイルクリーナー

草津市少年補導(委)員の皆様、令和７年度も街頭巡回活動や広報啓発活動等に御尽力いただき、誠にあ

りがとうございました。来年度も引き続きよろしくお願いいたします。さて、年度末にあたり、2名の少年補導

(委)員さんから１年の活動を振り返っての感想をお聞きしましたので、一部要約して御紹介いたします。

〇少年補導(委)員として４年目になります。闇バイトや薬物の問題をはじめ、

子ども達を取り巻く環境は目を離せない状況にあります。家庭内や地域生

活を送る上で、これらの事を意識しながら今後の活動を着実に進めたいと

思います。（Aさん）

〇街頭啓発活動以外の時でも、子ども達の行動を気にかけるようになりました。学区外の

補導(委)員の方々との交流による情報収集や、管外研修での様々な施設の訪問など、

とても勉強になりました。（Bさん）

少年補導(委)員と
警察職員等による
街頭巡回活動


